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中
央
部
に
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
を
配
置

幹
線
道
路
整
備
で
交
通
緩
和

ｌ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ａ
－
自
‐
1
1
1
1
1
1
ａ
ｌ
ｌ
自
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
‐
―
ｌ
ｌ
－
‐
1
1
1
1
1
1
ａ
ｌ
ｌ
‐
自
ｉ
‐
‐
－
－
―
－
1
1
－
－
―
－
1
－
自
―
－
―
自
―
―
－
―
―
自
―
‐
1
1

ｆ
庄
地
域
整
備
計
画
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
五
ヶ
庄
地
域
で
は
、
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と
と
も
に
、
住
民
の
交
流
な
ど
を
目
的
と
し
た
福
祉
機
能
中
心
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
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配
置
、
そ
し
て
既
設
の
黄
築
公
園
な
ど
と
一
体
と
な
っ
た
多
目
的
広
場
の
設
置
な
ど
を
計
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画
し
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
、
策
定
協
議
会
を
開
き
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
こ
の
計
画
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案
を
協
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
整
堕
箇
は
、
総
合

計
画
に
酒
つ
き
昭
和
七
干
年
か
展

望
し
て
、
市
域
を
十
二
地
域
に
分

け
る
第
一
盗
涵
圏
ご
と
に
土
地

利
用
、
公
共
施
設
配
置
、
住
ヨ

整
備
の
各
計
回
を
立
案
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
と
有
機
的
に
か
か
わ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
戌
を
骨
子
と
し

で
作
成
し
て
い
ま
ｙ
。

　
今
回
の
地
域
整
備
計
画
案
は
、

小
倉
町
・
南
陵
町
地
旅
心
田
川
・

志
津
川
地
域
に
続
く
も
の
で
、
。
こ

れ
で
九
地
域
の
計
画
案
が
ま
と
ま

っ
た
こ
と
に
な
り
ホ
ヂ
。

　
東
部
で
自
然
や

　
文
化
財
を
保
全

　
五
ヶ
庄
地
域
整
備
計
固
案
で
は
、

昭
和
六
十
五
年
の
人
口
を
一
万
八

▲京都市などへの流出入の交通が集中する主要地方道京都宇治線（国鉄黄彙駅付近）

干
入
と
想
定
。

土
地
梨
石
画
で
は
、
地
域
を

三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
、
東
部

は
市
街
化
調
整
区
域
を
中
心
と
し

た
緑
の
後
背
地
の
も
と
に
、
万
福

寺
や
黄
梨
公
園
な
ど
の
文
化
財
や

ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

施
設
が
集
中
す
る
低
密
度
住
居
地

区
と
し
て
い
ま
ず
。

中
央
部
は
、
比
較
的
古
い
市
街

地
と
新
し
い
住
宅
地
が
連
な
り
、

一
方
で
は
茶
園
な
ど
の
保
全
す
べ

き
緑
地
が
多
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
住
環
境
の
整
備
を
課
題
と

す
る
と
と
も
に
生
産
緑
地
盈
翻
え

た
中
密
度
住
居
地
区
と
し
で
い
ま

す
。
西
部
は
、
自
衛
隊
や
京
大
研

塞
琲
が
広
大
な
面
積
牽
ａ
め
な
が

ら
も
、
一
部
開
発
可
能
地
か
残
し

で
い
る
地
区
で
あ
り
、
既
存
集
落

と
の
調
和
を
考
え
だ
計
画
的
な
宅

地
化
を
図
っ
て
い
く
べ
良
臣
居
地

区
と
し
て
い
ま
ず
。

東
・
西
部
結
ぶ

生
活
道
路
を
拡
幅

道
路
・
交
通
体
系
計
画
で
は
、

主
要
地
方
道
京
都
宇
治
線
に
か
な

り
の
交
通
量
が
あ
る
た
め
、
都
市

計
回
道
路
川
東
京
大
線
及
び
宇
治

川
に
接
し
て
南
北
の
交
通
を
さ
ば

く
仮
称
宇
治
川
東
岸
線
（
予
定
線
）

夕
薪
設
し
、
京
砥
バ
イ
パ
ス
側
道

と
の
利
便
性
の
あ
る
結
節
を
図
っ

で
い
く
こ
と
に
し
で
い
ま
ず
。

ま
た
、
生
活
道
路
で
は
特
に
、

市
道
宇
治
五
ケ
庄
線
・
五
ケ
庄
6
3

号
線
及
び
府
道
黄
聚
停
車
場
線
の

通
過
交
通
に
対
応
す
る
た
め
、
谷

道
線
の
拡
幅
整
備
な
ど
に
よ
る
バ

イ
パ
ス
的
な
道
路
の
新
設
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
配
置
計
画
で
は
、
中

央
部
に
は
集
会
施
設
の
ほ
か
、
福

祉
機
能
に
重
点
か
殼
く
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
を
配
置
し
、
ま
た
東
部

に
は
新
た
に
多
目
的
広
場
や
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
配
置
な
ど
に
よ

吻
‘
西
部
ソ
1
Ａ

’
瞳
一
中
央
ソ
ー
Ａ

『
目
』
東
部
ソ
ー
ン
ー

（（Ｓ）六地蔵、長岡京線

1
大
勢
の
人
が
参
加
し
た
喜
撰
橋
の
渡
り
初
め

り
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ゾ
ー
ン
の
形
成
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

一
方
、
本
市
東
部
の
観
光
拠
点

と
し
て
の
整
備
夕
遥
め
る
た
め
、

京
阪
及
び
国
鉄
の
両
黄
槃
駅
に
つ

い
て
は
、
統
合
を
要
望
し
て
い
く

と
と
も
に
、
緑
道
な
ど
の
公
共
施

設
配
置
奮
手
め
る
た
め
、
計
画

的
に
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン

⌒□□
仮ヽ一一宇

治

川

東

岸

線

利用者は

マナーを守って

三代夫婦ら渡り初め

塔ノ川の喜撰橋
帛
治
川
改
修
事
業
の
一
環
と
し
て
、

宇
治
川
分
流
・
塔
ノ
川
の
喜
撰
橋
（
幅

四
μ
、
長
さ
三
十
二
μ
）
の
架
け
替
え

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
去

る
四
月
三
十
日
に
完
成
。
渡
江
初
め
式

が
二
日
、
宏
霞
工
会
議
所
や
宇
冶
観

光
協
会
、
観
光
塔
の
島
会
の
主
催
Ｐ
ｉ
ｔ

わ
れ
、
新
装
さ
れ
た
橋
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
″
ト
の
後
、
左
岸
か
ら
塔

の
島
へ
向
か
っ
て
、
大
久
保
町
山
の
内

四
三
の
中
西
政
一
字
一
）
・
よ
μ
八
も
、

勇
（
五
七
）
・
貞
子
（
Ｊ
）
、
雅
也
（
ご
）
・
由

季
子
（
‘
一
八
）
の
一
家
三
代
夫
婦
の
皆
さ
ん

余
韻
に
、
黄
道
幼
稚
園
児
約
五
十
人

や
関
係
者
ら
の
渡
ぴ
初
め
の
列
が
続
き

ま
し
た
。

321

４
放
置
自
転
車
の
撤
去
（
近
鉄
小
倉
駅
前
）

市
民
の
皆
さ
へ
い
ま
市
内

の
各
駅
前
の
路
上
に
ミ
ニ
バ
イ

ク
や
自
転
車
が
無
秩
序
に
放
置

さ
れ
、
歩
行
者
や
車
の
通
行
の

妨
ｉ
！
Ａ
）
な
っ
て
い
ホ
チ
。

こ
の
た
め
、
道
路
が
道
路
と

し
て
の
機
能
奎
釆
た
せ
な
い
状

態
に
な
り
、
特
に
、
救
急
車
や

迷
惑
な
放
置
自
転
車

▲近鉄小倉駅周辺の放置自転車

消
防
車
な
ど
の

緊
急
事
態
へ
の

対
応
が
遅
れ
、

市
民
が
安
全
な

忠
刄
塞
る
上

で
大
き
な
支
障

と
な
り
ま
ず
。

自
転
車
な
ど

は
、
市
民
牛
活

の
中
で
欠
か
せ

な
い
も
の
に
な

つ
て
い
李
ふ
、
そ
れ
だ
け
に

利
用
者
は
社
会
的
貴
任
を
目
覚

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

自
転
車
利
用
者
は
、
指
定
さ
れ

た
場
所
に
正
し
ぐ
駐
車
し
、
そ

し
て
徒
歩
が
可
能
な
人
は
利
用

を
目
粛
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
4
筥
首
転
尹

問
題
の
解
決
牽
9
巳
て
、
運

輸
機
関
に
自
転
車
肝
買
場
の
設

置
を
働
き
掛
け
る
と
と
も
に
、

昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
市
営
自

転
車
殴
買
場
の
蚕
習
す
す
め

て
蚤
し
た
。
ま
た
、
街
頭
指

導
や
立
て
看
板
、
「
市
政
だ
よ

り
」
で
現
状
や
問
題
点
を
掲
載
、

ご
理
解
欠
訴
え
て
い
卓
子
。

Ｌ
が
し
、
施
設
を
作
っ
て
も

利
用
者
が
侭
わ
な
か
っ
た
り
、

自
転
車
を
無
責
任
に
放
置
す
れ

ば
問
題
は
解
決
に
蚤
せ
ん
。
利

用
者
一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
自

覚
が
大
切
で
す
。

五ヶ庄地域整備計画案

五ヶ庄
計画案まとまる

昭和59年
（1984年）

地域整

備
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陶
芸
教
室
な
ど
4
事
業

申
し
込
み
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ

「
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス
事
序
の
営
け
付
け
が
、
今
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
（
た
だ
し
、
盲

人
編
み
物
教
室
は
受
け
付
け
中
）
。

今
回
実
施
さ
れ
る
事
業
は
、
機

能
回
復
訓
練
、
盲
人
編
み
物
教
室
、

陶
芸
教
室
、
盲
人
用
カ
ナ
タ
イ
プ

公民館のお知らせ

指
導
者
養
成
講
習
会
の
四
つ
で
す
。

デ
イ
ー
サ
ー
ピ
ス
事
業
は
、
就

労
の
然
笞
得
に
く
い
在
宅
障
害

者
が
、
総
合
福
祉
会
館
へ
通
い
な

が
ら
、
各
種
の
訓
練
や
作
業
を
ず

る
こ
と
で
、
自
立
や
ま
ざ
が
い
意

識
の
高
揚
を
図
う
フ
と
い
シ
も
の

▲盲人用カナタイプ指導者贅成講習会

（58年3月、身体障害者福祉センターで）

で
、
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
習
会
も
開
き
革
大
。

事
業
の
運
営
は
、
市
が
襲
獄

祉
協
翌
茫
委
託
。
広
く
ご
利
用

い
た
だ
ぐ
た
め
、
参
加
料
金
は
無

料
ま
た
は
低
額
で
す
。
お
申
Ｌ
込

み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
Ｊ
．
）
へ
。

〈
機
能
回
復
訓
練
〉

▼
と
き
・
：
6
月
1
9
日
脚
～
6
0
年

3
月
の
毎
週
火
曜
日
、
午
後
Ｃ
Ｍ
時

～
ｔ
時
▼
対
象
・
在
宅
障
害
者
▼

費
用
・
。
蕪
料
▼
申
Ｌ
ざ
ぶ
・
・
5
月

Ｈ
1
6
月
3
ｑ

〈
盲
人
編
み
物
数
宣
〉

▼
と
き
・
：
毎
月
第
1
火
曜
日
、

午
後
Ｌ
時
1
3
時
半
▼
対
象
・
・
・
盲

人
▼
費
用
・
：
材
料
費
実
費
▼
申
し

込
み
・
・
・
随
時
。

〈
陶
芸
教
宣
〉

▼
と
亨
・
6
月
1
7
Ｅ
冊
（
成
型
）
、

6
月
2
4
日
面
（
素
焼
き
に
彩
色
）
▼

対
象
・
・
・
在
宅
障
害
者
▼
費
用
・
：
材

料
費
実
費
▼
申
し
込
み
…
5
月
1
1

日
～
6
月
7
日
。

〈
盲
人
用
カ
ナ
タ
イ
プ
指
導
者
養

成
講
習
会
〉

▼
と
き
・
：
6
月
1
5
日
廊
Ｉ
8
月

の
毎
週
金
曜
日
（
全
1
0
回
）
、
午
後

Ｌ
時
－
～
ｃ
ｏ
時
▼
対
象
・
・
・
カ
ナ
タ
イ

プ
指
導
者
盈
礎
ず
る
5
0
歳
ま
。
ｖ
ｕ

の
人
▼
定
員
・
・
・
ｉ
人
▼
費
用
・
・
・
無

料
▼
申
し
込
み
・
・
・
5
月
1
1
日
Ｆ
6

月
5
Ｒ
。
（
監
福
祉
協
議
会
）

お
知
ら
せ

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

を
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
職
種

の
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
を
募
集
し

て
い
ま
ｙ
。

Ｏ
幼
稚
園
教
諭
・
・
・
幼
稚
園
教
諭

の
免
許
か
痔
つ
実
務
経
験
者
Ｏ
養

護
職
員
・
：
看
護
婦
、
保
健
婦
、
養

護
教
諭
い
ず
れ
か
の
免
許
保
持
者

▼
申
し
込
み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
に
。

未加入の人は

すぐ手続きを

6
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

添
え
、
5
月
2
6
日
ま
で
に
教
育
委

員
会
戮
諌
へ
。
（
教
育
委
員
合

京
都
府
の

交
通
遺
児
奨
学
金

▼
対
象
・
ふ
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
に
在
学
中
の
交
通
遺
児

▼
支
給
額
（
年
額
）
・
・
・
小
学
竺

万
二
千
円
、
中
学
生
二
万
四
千
円
、

高
校
生
三
万
1
八
千
円
▼
申
に
込
み

・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
5
月
1
9
日
出
ま

で
に
、
交
通
労
政
課
（
ｅ
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
（
交
基
政
課
）

点
字
教
室

▼
と
き
・
・
・
6
月
～
6
0
年
3
月
の

毎
月
第
2
日
曜
日
（
全
1
0
回
）
、
時

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
皇
八

十
歳
ま
で
の
、
厚
生
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
制
度
に
未
加
入
の
人
を

対
象
と
す
る
国
営
の
年
金
制
度
で
。

一
定
期
間
加
入
し
、
六
十
五
歳
に

な
れ
ば
老
齢
年
金
を
翼
7
尻
ま

ず
。
老
後
の
牛
吝
か
支
え
る
た
め

に
も
、
未
加
入
の
人
は
今
す
ぐ
加

入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
’
コ
。

間
は
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
～
ｔ
時

▼
と
こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館
▼
費

用
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
業
・
・
5
月
3
1
日
ま
で
に
社
会
福

祉
協
漂
（
酋
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

（
襲
福
祉
協
議
合

お
は
な
し
会

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
4
日
囲
、
午
後

3
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

市
公
民
館
▼
内
容
…
読
み
烹
を
、

朗
読
、
紙
芝
居
▼
対
象
・
：
幼
児
1

小
学
校
低
学
年
▼
費
用
・
・
・
無
料
▼

主
催
・
・
・
絵
本
の
会
▼
問
い
合
わ
せ

・
・
・
市
民
図
書
室
（
き
0
4
0
4
9
）

ま
で
。
（
市
民
図
書
室
）

ジ
ャ
ズ
体
操
講
習
会

▼
と
き
’
・
・
5
月
2
2
日
叫
、
午
後

1
時
～
2
時
半
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
定
員
・
・
・
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
講
師
・
：
三
浦
百

合
子
さ
ん
▼
費
用
・
：
無
料
▼
持
参

品
・
：
運
動
に
適
し
た
服
と
靴
、
大

型
タ
オ
ル
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
豊
0
2
3
1

5
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

太
陽
が
丘

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
集
い

▼
と
き
…
5
月
1
3
日
面
、
2
7
日

面
、
午
前
9
時
～
1
0
時
半
、
受
け

付
け
は
午
前
8
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・

太
陽
が
丘
管
理
セ
ン
タ
’
‐
。
・
ロ
ビ
ー

▼
費
用
…
二
百
円
▼
申
に
込
み
…

〈
年
金
受
給
者
は
現
況
届
を
〉

年
金
受
給
者
に
は
社
会
保
険
庁

か
ら
年
に
一
度
、
受
給
条
件
に
該

当
し
て
い
る
か
戸
’
「
示
を
確
認
す

る
た
め
の
届
け
出
用
紙
が
送
ら
元

求
了
。
必
要
事
項
を
記
載
し
、
市

民
課
の
窓
口
で
住
民
票
記
載
事
項

証
明
を
舜
げ
、
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
（
保
険
年
金
課
）

直
接

。＜
Ｋ
場
へ
▼
問
い
合
幻
せ
・
：
太

陽
が
丘
管
理
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩
7

6
7
8
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

▼
と
き
・
・
・
5
月
2
1
日
㈲
、
午
後

7
時
半
Ｆ
9
時
半
▼
と
こ
ろ
・
内

容
・
：
宇
治
中
学
校
Ｌ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
大
開
小
学
校
Ｌ
矛
ン
デ
Ｔ
ア

カ
▼
対
象
・
・
・
個
人
、
グ
ル
ー
プ
を

問
わ
ず
。
参
加
昿
上
靴
持
参
で
直

焚
蕩
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

ふ
る
さ
と
宇
治

観
光
写
真
展

▼
と
き
・
：
5
月
1
5
日
㈹
～
2
5
Ｅ

1
’
午
前
9
時
～
午
後
5
時
▼
と

こ
ろ
…
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
。

（
商
工
観
光
課
）

食
生
活
を
考
え
る
講
座

▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
労
働
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
（
1
2
日
の
み
市
民
会
館
第

一
会
議
室
）
▼
対
象
・
：
市
民
▼
定

員
4
0
人
▼
受
講
料
…
無
料
（
調
理

実
習
の
み
実
費
五
百
円
）
▼
申
し

込
み
・
：
市
9
所
商
工
観
光
課
（
宇

孤
弱
。
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
た

は
京
都
府
宇
治
地
方
振
興
局
商
工

課
（
早
急
若
森
7
、
ａ
⑩
1
0
8

0
）
へ
恩
師
か
は
が
き
で
。

な
お
、
保
育
室
か
設
け
ま
ず
。

（
商
工
観
光
課
）

食生活を考える講座日程表

6 5 4 3 2 ―

6
月
1
2
日
勾
く

午
前
1
0
時
～
正
午

6
月
8
日
６
午
前

1
0
時
1
正
午

6
月
6
日
出
午
前
9
時
半
ー
正
午

6
月
1
日
吻
午
前

1
0
時
ー
正
午

5
月
2
8
日
㈲
午
前

1
0
時
ー
正
午

5
月
2
4
日
田
午
前

1
0
時
ー
正
午

日
程

た
べ
も
の
と
文
化
京
都
精
華
大
教
貝
鶴
田
肋
さ
ん

た
べ
も
の
と
健
康
－
健
康
食
品
と
は
ー
京
都
府
立
大
教
授
水
谷
民
雄
さ
ん

健
康
料
理
実
習
1
自
然
の
恵
み
を
食
卓
に
1
使
い
捨
て
時
代
を
考
え
る
会
槌
田
佳
代
子
さ
ん

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
と
加
工
食
品
宇
治
保
健
所
栄
養
士
酒
井
和
子
さ
ん
・

食
品
添
加
物
は
必
要
か
大
阪
薫
英
女
子
短
大
教
授
石
橋
武
二
さ
ん

お
米
は
大
丈
夫
か
京
都
府
食
岨
事
務
所
永
野
宏
さ
ん

テ
ー
マ
と
講
師

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

食
糧
問
題
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
日
本
型
食
中
活
へ
の
関

心
か
ら
、
最
近
消
費
者
の
間
に
、

主
食
の
米
か
見
直
そ
う
と
り
つ

動
き
が
出
で
き
で
い
ま
ず
。

と
こ
ろ
で
、
消
費
者
に
は
根

強
く
サ
サ
ニ
シ
キ
や
コ
シ
ヒ
カ

リ
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
優
良
ブ

ラ
ン
ド
米
名
″
む
傾
向
が
あ
る

ぶ
刄
す
が
、
果
た
し
て
普
通

米
は
優
良
ブ
ラ
ン
ド
米
に
比
べ

て
、
味
覚
Ｑ
聊
宅
れ
ほ
ど
劣

る
の
で
し
よ
シ
か
。
米
は
品
種

と
と
も
に
、
炊
童
″
に
よ
っ
で

も
そ
の
味
が
左
右
芦
墾
ヂ
。

そ
こ
で
今
回
は
、
お
い
し
い
ｆ

腔
炊
き
方
に
つ
い
で
お
智

せ
Ｌ
蚤
す
。

炊
飯
は

平
安
中
期
か
ら

稲
は
中
国
の
華
南
地
方
か
ら
、

二
千
年
ほ
ど
前
に
伝
来
。
弥
生

時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
焼
け
た

米
や
も
み
の
つ
い
た
土
器
が
発

見
回
れ
て
い
ま
す
。
｀

古
蹟
宅
は
、
米
忽
っ

で
（
焼
米
）
食
べ
で
い
た
Ｉ
口

で
す
。
や
が
で
米
を
蒸
す
、
強

飯
に
す
る
方
法
が
採
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
の

ぷ
つ
に
鍋
や
釜
で
炊
く
ぷ
つ
に

を
加
え
水
分
含
有
率
聖
〈
五
％

ほ
ど
に
す
る
こ
と
ｍ
飯
と
い

い
ま
ず
。
お
い
し
い
御
飯
と
は
、

水
分
が
米
粒
の
中
心
部
ま
で
侵

透
し
、
余
分
な
水
分
が
残
ら
す
、

で
ん
ぷ
ん
が
糊
化
、
ア
ル
フ
ァ

ト
化
（
柔
ら
か
く
吸
収
在
れ
や

す
い
状
態
）
し
で
い
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

米
の
お
い
し
い

炊
き
方

お
い
し
い
御
飯
夕
炊
く
コ
ツ

の
第
一
は
、
米
粒
に
ま
ん
べ
ん

な
ぐ
水
分
を
吸
収
さ
せ
る
こ
と
。

夏
は
三
十
分
、
冬
唸
一
上
蒔

間
の
浸
水
が
必
要
。
水
加
減
は

米
の
容
量
の
二
〇
％
増
が
標
準

で
ｙ
が
、
新
米
は
Ｉ
〇
§
増
、

古
米
は
三
〇
§
増
と
し
康
す
。

コ
ツ
の
第
二
は
、
火
加
減
。

「
初
め
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
、
中
パ

ッ
パ
」
と
敏
ｐ
れ
る
よ
う
に
、

沸
騰
ま
で
の
時
間
夕
干
分
位
か

け
る
こ
と
が
必
要
。
浸
水
時
間

が
短
い
場
合
、
沸
騰
ま
で
の
時

間
か
長
く
す
る
と
よ
い
で
し
よ

コ
ツ
の
第
三
は
、
炊
き
あ
が

っ
た
ら
約
十
五
分
ほ
芦
蒸
ら
す

こ
と
。
米
粒
を
つ
ぷ
さ
な
い
よ

う
に
、
大
壽
姦
罪
逗
し
、
水

蒸
気
奪
取
出
Ｌ
一
子
。
自
動
炊

飯
器
で
は
、
炊
き
あ
が
り
後
二

～
三
分
位
し
で
か
ら
、
も
Ｌ
コ
ー

度
ス
ィ
″
チ
掌
ハ
れ
る
と
良
い

と
一
芦
ｐ
れ
て
い
ま
で
］
。

こ
の
外
、
古
米
か
炊
く
時
は

も
ち
米
を
Ｉ
〇
％
ほ
ど
加
え
る

と
、
味
に
コ
ク
が
出
来
ｙ
し
、

酒
を
少
Ｌ
入
れ
る
と
、
古
米
臭

が
消
え
ま
す
。

な
っ
た
の
は
、
平
安
中
期
か
ら
。

炊
い
た
米
談
し
で
つ
く
端

布
多
訟
否
か
な
の
で
、
姫

飯
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

米
粒
が
立
つ
と

お
い
し
い
わ
け

米
粒
が
立
っ
で
い
る
御
飯
は

お
い
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
湯
を
沸
騰
さ
せ
る
と
、

上
下
に
対
流
が
激
し
く
行
わ
れ
、

歩
ｙ
の
流
れ
に
従
っ
て
動
く

おいしさは

炊き方で工夫

主食の米を見直そう

の
で
、
米
粒
が
立
っ
た
形
に
炊

き
あ
が
り
ま
ず
。
そ
う
す
る
と
、

米
粒
内
の
で
ん

ぷ
ん
が
う
ま
く

糊
化
し
、
水
分

も
よ
く
吸
収
、

安
定
す
る
の
で
、

ふ
っ
く
ら
と
お

い
し
い
わ
け
で

す
。少

し
難
し
ぐ

述
べ
る
と
、
も

と
も
と
一
五
％

前
後
の
水
分
を

含
ん
で
い
る
米

粒
に
、
水
と
熱

四
月
十
一
日
号
で
、
消
費
者

と
し
て
市
に
意
見
や
批
評
｀
由

し
て
い
た
だ
ぐ
、
本
年
度
の
消

費
牛
活
モ
ニ
タ
ー
二
十
五
人
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
久
保
田
孝
子
さ
ん
が
、
ご
都

合
に
よ
り
、
モ
ニ
タ
ー
か
辞
退

さ
れ
ま
し
た
。
（
商
工
観
光
課
）

322

ジ
ュ
ニ
ア
園
芸
広
場

▼
と
き
…
1
回
目
は
5
月
2
7
日

面
、
午
前
9
時
半
か
ら
。
以
後
7

月
ま
で
の
福
一
王
曜
日
（
午
後
）

又
は
、
日
曜
日
（
午
前
中
）
▼
と

こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
内
容
…
野

菜
の
植
え
つ
け
、
管
理
、
観
察
、

収
穫
▼
技
術
指
導
・
・
・
小
倉
喜
老
会

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
4
年
生
以

上
の
小
学
生
と
中
学
生
▼
定
員
…

3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・

問
い
令
幻
せ
…
小
倉
公
民
館
へ
電

ｃ宇治市公民館…宇治里尻7ｉの

9（魯⑩2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（雲＠8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（きｇｌ4687）

話
か
来
館
で
。
（
小
倉
公
民
館
）

親
子
映
画
の
集
い

▼
日
程
・
会
場
・
・
・
5
月
2
7
日
㈲

・
宇
治
市
公
民
郎
↑
午
前
1
0
時
～

Ｕ時
～
2
時
半
・
小
倉
公
民
館
ｔ
午

後
3
堕
Ｔ
5
時
▼
上
映
作
品
…

「
去
糾
ｒ
大
節
カ
ラ
ー
ア
ニ

メ
1
5
分
、
「
走
れ
／
ぽ
ぐ
の
小
さ

な
友
だ
ち
」
カ
ラ
ー
児
童
劇
映
画

4
7
分
▼
入
場
料
・
：
無
料
。

（
各
公
民
館
）

盆
栽
講
習
会

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
①
5
月
2
1
日

側
「
盆
裁
の
初
歩
と
乎
〈
れ
」
②

5
月
2
8
日
側
「
さ
つ
1
義
の
基

礎
知
識
」
③
6
月
2
日
出
「
さ
つ

豆
殿
の
植
え
替
え
と
心
酔
、

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正

午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
対

象
・
・
・
市
内
在
住
者
▼
定
員
・
・
・
4
0
人

（
先
着
順
）
▼
講
師
・
・
・
①
が
宇
治

盆
裁
同
好
会
心
一
員
・
影
山
勅
一
さ

ん
、
②
③
が
宇
治
盆
裁
同
好
会
会

員
・
的
場
一
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
・
・

木
幡
公
民
館
へ
恐
垢
直
接
来
館

1
（
木
幡
公
民
館
）

さ
つ
き
講
習
会

▼
日
程
・
内
容
・
：
①
5
月
2
9
日

脚
「
さ
つ
き
盆
裁
の
基
礎
知
識
」

②
6
月
4
日
間
「
植
え
替
え
と
剪

定
」
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民

館
▼
対
象
・
：
市
民
▼
定
員
・
：
4
0
人

小学生を持つ親の教室日程表

月ａ テーマ 講師（予定）

5／24團（開謡式）今．小掌生は……一現在小孚生の実態－市膏少年対策室観山伯洲指導主事

5／26ＵＪ小学生の心の兌達 京Ｂ教育大掌助教授相ａ貞夫さん

5／31附保健ａの子どもたち一小学生のからだ－伊勢田小学杖土田すみこｔ頌教諭

6／7困生活のきまりとリズム 三室戸小学校村上平明杖長

6／131＊）偏食の恐ろしさ一小学生の食生活－京ｍ＊華大掌教授植田肋ｓん

6／21困落ちこぼれＩｌなぜできる市青少年対策室伴野渥美指導主事

6／2＆昶やる気を起こさせるには 市青少年対策室別所隆太郎指導主事

7／6ｌ4ｉ子どもの学力を4える 京都教育大学教授栗田修さん

7／13（ｉｉ絵や制作は子ｔ：もの心を育てる京都文教虹期大学助教授伊浄蔓次さん

7／1矧子どもを育てる家庭輿境 京都大学教授坂野ａさん

7／26Ｗ子どもの仲間づくりと地域て切活動京都大学助教授上杉孝奥5ん

8／2困観と子のふれあいの広場（閉講式）
日本レクリエーション協会指導員

米谷由紀子さん
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在宅障害者

デイ・サービス

国民年金
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